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論文内容の要旨

本論文は、写真フィルム，とりわけ医療技術の進歩からその使用が増加してる X線フィルムのリサイクルについて，

酵素を利用して工業的に行うことを目標にしておこなった成果をまとめたものであり，以下の3章から構成されている。

序論では，研究の背景について述べるとともに，従来の問題点に言及しt それを解決するための方法として醇素利用

を提起している。

第 l 章では，本目的のために新規に開発したアルカリプロテアーゼについて述べている。まず，酵素生産菌の分離方

法について検討し酵素生産菌としてpH8.6 -1 1. 1 に生育する好アルカリ性菌 Bacillus sp. B21 -2 を分離している。

ついで，酵素を各種クロマトグラフィーによって精製し，えられた精製酵素について一般的な性質を検討している。本

酵素は pH1 1. 5作用最適pHをもっ新規なアルカリプロテアーゼであり， X線フィルム上のゼラチン膜を短時間に分解

することができる。

第 2章では，連続処理システムの構築のために，本酵素を用いて，ゼラチン膜分解に及ぼすpH，温度，酵素濃度の影

響について検討している。四分方式による処理結果をもとにして連続処理回収システムを考案し，実機での運転から本

システムは技術的にも経済的にも実用化が充分可能であることを示している。

第 3章では，処理プロセスの改良のために開発した耐熱性酵素について述べている。処理能力の向上を目指して分離

したアルカリプロテアーゼ生産菌 Bacillus sp. B 18' は 62
0

C まで生育可能な好熱性の好アルカリ性菌である。本菌の

生産する酵素を精製し，その性質を調べたところ， 85
0

Cに作用最高温度， Bacillus sp. B21 -2 株酵素よりもさらに高

い 12-13 に作用最高pHを持つ新規な酵素である。本酵素はゼラチン膜をより短時間で分解することができ，工業的

に有用な酵素である。

総括では，研究成果をまとめ，さらに今後の展望について述べている。
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論文審査の結果の要旨

地球環境保全に係わる問題の一つに，廃棄物発生の抑制があり，その対策には資源、の再生・利用(リサイクル)が有

効である。本論文は，写真フィルム，とりわけ医療技術の進歩からその使用が増加している X線フィルムのリサイクル

を，酵素を利用して工業的に行ったものである。その主な成果を要約すると以下の通りである。

(1) アルカリプロテアーゼ生産菌の新しい取得方法を開発し酵素生産菌として好アルカリ性菌， Bacillus sp. B21 -

2 を取得している。

(2) 本菌の生産するアルカリフ。ロテアーゼを精製してその諸性質を明かにし X線フィルム上のゼラチン膜を速やか

に分解することを示している。

(3) 本酵素によるゼラチン膜分解の最適条件を検討し回分方式による処理を行っている。

(4) 回分方式による結果をもとにしてX線フィルムの連続処理システムを考案し，実機での運転から本システムの実

用性を示している。

(5) 処理プロセスの能力を更に向上させるため，耐熱性アルカリプロテアーゼの生産菌 Bacillus sp. B18' を取得し，

本菌の生産する酵素がゼラチン膜より短時間で分解する，工業的に有用な酵素であることを明かにしている。

以上のように，本論文は資源リサイクルの一環として，アルカリプロテアーゼを用いてX線フィルムから銀とプラス

チックを回収する新しい技術を確立したものであり，酵素工学ならびに応用生物工学の発展に寄与するところが大きい。

よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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